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令和元年 5月発行 

発行・岩手町立石神の丘美術館 

岩手県岩手郡岩手町五日市 

10-121-21 〒028-4307  

TEL 0195-62-1453   

FAX 0195-62-1477 

http://museum.ishigami-iwate.jp/ 

屋外展示場はリニューアル工事の為 

２０２０年初夏までお休みしています 

芸術監督・斎藤 純のショートエッセイ  石神の丘から 116 

 

 

平成 31 年度の最初の企画展『松本伸写真展 distance～岩手の人 1,000 人

のポートレート～』が開幕しました。 

 30年のキャリアを持つ松本伸さんは広告写真を撮りながら、ライフワーク

として「distance（ディスタンス）」シリーズを撮りつづけてきました。本展

ではその作品群を中心に、岩手県政広報誌「いわてグラフ」の連載時に撮影

した作品や「おさんぽ」シリーズと題した作品をご覧いただけます。また、

松本さんは盛岡の冬の風物詩である盛岡文士劇の常連出演者でもあります。 

舞台出演のかたわら、稽古風景や楽屋などで撮った写真は貴重な記録資料と

なっています。 

 日本ではこれまでに何度か写真ブームがありました。写真ブームはカメラ

ブームでもありました。昭和の終わりごろから平成の初めにかけてのレンズ

付きフィルムカメラ「写ルンです」ブームは社会現象にもなり、その後のデ

ジタルカメラの普及はカメラからフィルムを駆逐しました。そして、携帯電

話やスマートフォンに内蔵されたカメラによって誰もが気軽にシャッターを

押す時代になり、写真はこれまでになく身近な存在となっています。 

 このような時代にあって、撮影前に深い思考を経る松本伸さんの姿勢は、

プロカメラマンではない私たちも学ぶべきことが多いように思います。それ

は、撮影対象との接し方や距離感（これが distance の由来となっています）

など、実は写真以外のこと、つまり私たちの「生き方」に応用ができそうな

ことばかりです。 

 松本さんの作品は観るものの気持ちを穏やかにさせます。展覧会場から出

てくるみなさんの表情にそれが如実にあらわれています。日本ではとかく「芸

術とは人間の闇の部分を描く」ものと思われがちですが、松本伸さんの作品

はその対極に位置していると言っていいかもしれません。それでいて、決し

て軽くはありません。松本伸さんの写真に対する姿勢が反映されているから

でしょう。 

 会期中に元号は令和になりますので、本展は石神の丘美術館にとって平成

最後の展覧会となります。令和には「明日への希望と共に、日本人１人ひと

りが大きな花を咲かせる」という意味が込められているそうです。松本伸さ

んの作品の世界そのものであり、本展はまさに令和の初めに相応しい展覧会

といえます。 
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１９６２年、岩手県盛岡市生まれの松本 伸は、岩手県立盛岡北高等学校、大

阪芸術大学写真学科、STUDIO FOLIOを経て日比野武男氏に師事。 

１９８８年に帰郷し、Photo Studio P-BOXを設立。岩手県政広報誌「いわてグ

ラフ」の表紙を長年担当するなど広告写真を中心にさまざまな写真を撮り続

けてきました。 

また、写真家としての仕事のかたわら、ライフワークとして県内各地で出会っ

た普通の人々をモノクロで捉えたシリーズ「distance（距離感）」にも取り組ん

できました。この展覧会では、およそ３０年にわたり撮り続けてきた〈岩手の人〉

を紹介します。 

会    期： ４月２０日（土）～６月２日（日） 

開館時間： ９：００～１７：００（入館は１６：３０まで） 

休 館 日： 毎週月曜日 

観覧料金： 一般３００円／大・高生２００円／中学生以下無料 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

【次回の企画展】 

盛岡市生まれ／島を愛する紀行文作家 

斎藤 潤 の 

離島・孤島・絶島・列島巡り紀行 

〈同時開催〉 

斎藤 純の北上川サイクリング紀行 

６月１５日（土）～７月２８日（日） 

１９５４年盛岡市生まれの紀行文作家・

斎藤潤は、全国の島を巡り執筆活動を

行ってきました。２０１８年には岩手町を

旅し、本展ではその紀行文を初公開し

ます。あわせて当館芸術監督・斎藤純

が北上川の源泉から河口までをたどる

紀行文を発表します。 

6/1(土)・2(日) 

10:00～16:00 
※雨天順延の場合 6/8・9開催 

 

 

 

 

 

 

【出店者募集中】 
詳しくは道の駅「石神の丘」へ 

お問い合わせください 

TEL 0195-61-1600 

おすすめランチ 

◆ Ｂランチ ￥８８０ 

県産豚生姜焼き丼とミニかけうどん 

◆ Ｃランチ ￥７８０ 

石神ラーメンと黒内豆腐揚げ出し 

きのこあんかけミニ丼ぶり 

◆ おすすめランチ ￥６８０ 

若鶏の唐揚げセット 

タルタルソース添え 
（ライス・みそ汁・サラダ付き） 

◆ ワンコインランチ ￥５００ 

春みどり中華ザル （１玉半） 

リニューアル工事のため、石神の丘美術

館屋外展示場は２０２０年初夏までお休み

しています。この間は、屋外散策ができま

せんのでご注意ください。 

なお、館内で開催する展覧会は引き続

きご覧いただけます。 

 


